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平
成
二
十
二
年
度
も
早
く
も
半
ば
を

過
ぎ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
健

勝
の
う
え
、
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
六
月
、
平
成
二
十
二
年
度
の
総

会
は
慎
重
な
る
ご
審
議
の
う
え
提
案
事

項
を
御
決
議
賜
り
、
衷
心
よ
り
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
会
長
拝
命
依
頼
、
数

年
を
数
え
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
の
ご

期
待
に
添
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
昨
今

に
苛
立
ち
を
感
じ
、
会
員
の
皆
様
に
は

多
大
な
る
ご
迷
惑
を
お
掛
け
致
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
紙
上
を
お
借
り
い
た
し

ま
し
て
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

茨
城
県
内
に
お
け
る
、
我
々
ス
ポ
ー

ツ
指
導
員
の
環
境
は
、
会
員
の
皆
様
に

と
っ
て
必
ず
し
も
満
足
さ
れ
る
環
境
に

あ
る
と
感
じ
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
か
。

指
導
者
資
格
付
与
制
度
が
出
来
て
以

来
早
く
も
三
十
五
年
を
経
て
ま
い
り
ま

し
た
。
こ
の
間
、
年
々
新
た
な
資
格
者

が
誕
生
す
る
傍
ら
、
更
新
さ
れ
る
資
格

者
の
高
齢
化
も
あ
い
ま
っ
て
、
有
資
格

者
の
総
数
は
横
ば
い
の
状
態
が
続
く
よ

う
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
、
本
県
ば
か
り
で
な
く
全
国
的
な

懸
案
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま

す
。関

東
各
都
県
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に

深
刻
な
事
態
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

れ
は
資
格
取
得
後
の
指
導
者
と
し
て
の

活
動
場
所
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
有

資
格
者
が
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
国

の
施
策
の
一
つ
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
経

験
者
等
ア
ス
リ
ー
ト
の
有
効
利
用
と
、

現
存
の
有
資
格
者
の
活
用
の
促
進
に
向

け
て
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
育
成
と
設
立
に
、
国
を
挙
げ
て
実
施

し
て
参
り
ま
し
た
。

先
日
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
五
日

開
催
実
施
さ
れ
ま
し
た
、
平
成
二
十
二

年
度
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
連
絡
会
議
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
も
、
共
通
の
テ
ー
マ

と
し
て
『
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
養
成
と

活
動
の
促
進
』
サ
ブ
テ
ー
マ
は
「
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
公
認
指
導

者
」「
公
認
指
導
者
の
更
新
率
向
上
策

に
つ
い
て
」「
学
校
部
活
動
に
お
け
る

外
部
指
導
者
に
つ
い
て
」
等
が
各
都
県

の
意
見
に
よ
り
協
議
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
各
都
県
の
現
状
が
推
測
願

え
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
茨
城
県
と
致

し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
真
摯

に
受
け
止
め
、
積
極
的
に
解
決
策
を
検

討
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
テ

ー
マ
を
含
め
、
数
々
の
事
情
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
本
協
議
会
へ
の
益
々
の
ご

鞭
撻
と
、
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

歯
の
健
康
管
理
は
大
丈
夫
で
す
か
。

管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
な
け
れ
ば

選
手
の
成
績
や
競
技
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

ま
で
悪
い
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
で

て
き
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
総
合
病
院
で
施
さ
れ

た
歯
科
治
療
件
数
は
一
九
九
二
年
バ
ル

セ
ロ
ナ
大
会
で
約
六
〇
〇
件
、
次
の
ア

ト
ラ
ン
タ
大
会
で
は
九
〇
〇
件
以
上
に

増
加
し
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参

加
し
な
が
ら
の
歯
の
治
療
と
は
如
何
な

も
の
で
し
ょ
う
か
。

競
技
に
参
加
す
る
選
手
は
全
員
、
う

蝕
、
歯
周
病
、
欠
損
歯
、
感
染
歯
の
検

査
を
受
け
、
さ
ら
に
は
第
３
臼
歯
（
い

わ
ゆ
る
親
知
ら
ず
）
の
位
置
を
確
か
め

る
た
め
に
、
パ
ノ
ラ
マ
Ｘ
線
写
真
を
撮

影
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
特
に

コ
ン
タ
ク
ト
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
顎
骨
骨

折
の
リ
ス
ク
が
高
い
た
め
、
抜
歯
を
検

討
す
べ
き
で
す
。

ア
ス
リ
ー
ト
に
は
ケ
ガ
は
つ
き
も

の
で
す
。
歯
の
場
合
は
、
特
に
前
歯
の

欠
け
や
位
置
の
ズ
レ
、
脱
落
な
ど
が
多

く
、
顔
面
で
は
、
唇
の
裂
傷
、
顎
骨
骨

折
、
顎
関
節
の
損
傷
な
ど
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
顎
や
頭
部
へ
の
衝
撃

は
脳
震
盪
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が

あ
り
、
意
識
消
失
や
目
ま
い
、
さ
ら
に

重
篤
な
合
併
症
の
原
因
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

歯
や
顔
面
の
ケ
ガ
を
予
防
す
る
た
め

に
も
、
競
技
中
に
は
マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
を

装
着
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
マ

ウ
ス
ガ
ー
ド
の
装
着
に
よ
り
、
ケ
ガ
の

予
防
効
果
は
改
善
さ
れ
ま
す
。
特
に
身

体
接
触
の
多
い
競
技
に
お
い
て
は
、
オ

ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の
マ
ウ
ス
ガ
ー
ド
が
よ

ろ
し
い
で
す
。

ま
た
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
も
注
意
が
必
要

で
す
。
殆
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
は
、
ソ

ー
ダ
水
と
同
程
度
の
酸
性
度
が
あ
り
ま

す
の
で
、
酸
蝕
症
を
引
き
起
こ
す
可
能

性
が
で
て
き
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
を

飲
ん
だ
後
に
は
、
酸
の
濃
度
を
う
す
め

る
た
め
に
水
を
飲
み
ま
し
ょ
う
。

歯
の
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
っ
て
、
ス
ポ
ー

ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
さ
ら
に
は
競
技
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
悪
影
響
が
出
な
い

よ
う
に
す
る
た

め
に
も
、
適
切

な
管
理
を
不
断

か
ら
注
意
さ
れ

て
、
指
導
さ
れ

ま
す
様
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ　
　

　

指
導
者
協
議
会
会
長

照　
沼　
一　
美

こ
れ
か
ら
の
課
題

こ
れ
か
ら
の
課
題

茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ　
　

　

指
導
者
協
議
会
理
事
長

小　
澤　
一　
友

ア
ス
リ
ー
ト
の口腔

管
理

ア
ス
リ
ー
ト
の口腔

管
理



（3） 茨城県スポーツ指導者協議会会報 第61号

収入の部 （単位：円）
項　　　目 本年度予算額 本年度決算額 比較増減 備　　　　考

1 . 会 費 960,000 940,000 △ 20,000 4000円×234名・2000円×2名
2 . 助 成 金 360,000 360,000 0 茨城県体育協会（21 年度）
3 . 繰 越 金 354,744 354,744 0 前年度繰越金（20 年度）
4 . 雑 収 入 55,256 57,392 2,136 利息・委員会返金

合　　　計 1,730,000 1,712,136 △ 17,864

支出の部 （単位：円）
項　　　目 本年度予算額 本年度決算額 比較増減 備　　　　考

1 . 会 議 費 190,000 105,456 △ 84,544
総 会 30,000 32,558 2,558 事務品・切手・会場代・飲み物
常 任 理 事 会 20,000 0 △ 20,000
理 事 会 50,000 34,398 △ 15,602 事務品・切手・会場代・飲み物
総 務 委 員 会 10,000 0 △ 10,000
広 報 委 員 会 30,000 30,000 0
研 修 委 員 会 50,000 8,500 △ 41,500

2 . 事 務 費 500,000 528,808 28,808
旅 費 200,000 185,000 △ 15,000 交通費（2年分）
消 耗 品 費 80,000 142,984 62,984 事務品・コピー用紙・インク他
食 料 費 10,000 5,100 △ 4,900 各種打合せ会
印 刷 コ ピ ー 費 30,000 22,050 △ 7,950 封筒印刷・コピー使用
通 信 費 130,000 103,510 △ 26,490 切手・ハガキ
備 品 費 50,000 70,164 20,164 メモリ・ゴム印・プリンタ他

3 . 事 業 費 960,000 640,620 △ 319,380
会 報 印 刷 費 200,000 151,200 △ 48,800 会報 59 ～ 60 合併号
会 報 発 送 費 240,000 88,720 △ 151,280 切手・宅急便
研 修 費 40,000 40,000 0 中央研修会
派 遣 費 70,000 80,700 10,700 関東ブロ会議
県 北 活 動 費 80,000 80,000 0 支部活動費
中 央 活 動 費 100,000 100,000 0 支部活動費
水 戸 活 動 費 30,000 0 △ 30,000 支部活動費
鹿 行 活 動 費 70,000 70,000 0 支部活動費
県 南 活 動 費 100,000 0 △ 100,000 支部活動費
県 西 活 動 費 30,000 30,000 0 支部活動費

4 . 予 備 費 10,000 4,000 △ 6,000 会費返金（重複入金）
5 . 雑 費 70,000 72,556 2,556 振込手数料・その他

合　　　計 1,730,000 1,351,440 △ 378,560

平成21年度 収支決算報告書　（平成21年 4 月 1 日～平成22年 3 月31日）

収入合計  1,712,136 円
支出合計  1,351,440 円
差引残金  360,696 円

※上記のとおりご報告いたします。
　なお、差引き残金は平成22年度予算に繰越し致します。

収入合計  1,735,000 円
支出合計  1,735,000 円
差引残金  0 円

※上記のとおりご提案いたします。

収入の部 （単位：円）
項　　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 備　　　　考

1 . 会 費 1,000,000 960,000 40,000 4000円×250名
2 . 助 成 金 360,000 360,000 0 茨城県体育協会（22 年度）
3 . 繰 越 金 360,696 354,744 5,952 前年度繰越金（21 年度）
4 . 雑 収 入 14,304 55,256 △ 40,952

合　　　計 1,735,000 1,730,000 5,000

支出の部 （単位：円）
項　　　目 本年度予算額 本年度予算額 比較増減 備　　　　考

1 . 会 議 費 202,000 190,000 12,000
総 会 32,000 30,000 2,000
常 任 理 事 会 20,000 20,000 0
理 事 会 40,000 50,000 △ 10,000
総 務 委 員 会 10,000 10,000 0
広 報 委 員 会 50,000 30,000 20,000
研 修 委 員 会 50,000 50,000 0

2 . 事 務 費 450,000 500,000 △ 50,000
旅 費 100,000 200,000 △ 100,000
消 耗 品 費 100,000 80,000 20,000
食 料 費 10,000 10,000 0
印 刷 コ ピ ー 費 30,000 30,000 0
通 信 費 130,000 130,000 0
備 品 費 80,000 50,000 30,000

3 . 事 業 費 760,000 960,000 △ 200,000
会 報 印 刷 費 200,000 200,000 0 会報 61 号・62 号
会 報 発 送 費 180,000 240,000 △ 60,000
研 修 費 40,000 40,000 0
派 遣 費 90,000 70,000 20,000
県 北 活 動 費 80,000 80,000 0
中 央 活 動 費 100,000 100,000 0
水 戸 活 動 費 0 30,000 △ 30,000
鹿 行 活 動 費 70,000 70,000 0
県 南 活 動 費 0 100,000 △ 100,000
県 西 活 動 費 0 30,000 △ 30,000

4 . 予 備 費 43,000 10,000 33,000
5 . 雑 費 80,000 70,000 10,000
6 . 準 備 金 200,000 0 200,000 関ブロ会議準備金（24 年度）

合　　　計 1,735,000 1,730,000 5,000

平成22年度 収支予算書（平成22年 4 月 1 日～平成23年 3 月31日）
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平成22年度 本協議会事業計画書

1．方　針
　 1） 地域住民のスポーツ活動のニーズに対応して、

生涯にわたるスポーツ活動への協力と支援を
通じてスポーツ指導者の社会的地位向上に努
める。

　 2） 資格保有者相互の親睦と連携に努め、指
導者としての資質や指導力の向上を図り、
スポーツ活動の推進に努める。

　 3） 公認スポーツ指導者の本協議会加入の促進に努
める。

　 4） 地域総合型スポーツ活動ヘの参画に努める。

2 ．目　標
　 1）本協議会の組織充実を図る。
　　①本協議会の体制充実
　　②支部組織の充実
　　③市町村との連携・協調
　　④競技団体との連携・協調
　 2） 研修会を開催して、資質と指導力の向上を図る。
　 3） 普及広報活動を充実させて、交流と情報交換を

図る。
　 4） 財団法人茨城県体育協会および市町村体

育協会事業への協力体制を充実させる。
　 5）競技団体との連携強化を図る。

3 ．事　業
　 1）平成22年度茨城県体育協会事業協力
　　①平成22年度中央研修会（茨城県会場）
　　　⑴期　日　平成 22 年 8月 8日㈰
　　　⑵会　場　水戸市・茨城県青少年会館
　　　⑶参加者　 日本体育協会公認スポーツ指

導者・各種スポーツ指導者
　　②平成 22 年度地区研修会（県南地区会場）
　　　⑴期　日　平成 22 年 11 月 14 日㈰
　　　⑵会　場　 阿見町・本郷ふれあいセンター
　　　⑶参加者　 日本体育協会公認スポーツ指

導者・各種スポーツ指導者

　　③平成22年度地区研修会（県北地区会場）
　　　⑴期　日　平成23年 2 月6日㈰
　　　⑵会　場　日立市・日立女性センター
　　　⑶参加者　 日本体育協会公認スポーツ指

導者・各種スポーツ指導者
2）平成22年度本協議会会報発行
　　①会報61号発行
　　　⑴発行月日　平成22年 9 月予定
　　　⑵製本部数　1200部
　　②会報62号発行
　　　⑴発行月日　平成23年 3 月予定
　　　⑵製本部数　1200部　
3）平成22年度日本体育協会研修会
　　① 平成22年度第１回全国スポーツ指導者連

絡会議・関東ブロック会議
　　　⑴期　日　平成22年 6 月25日㈮～26日㈯
　　　⑵会　場　 群馬県・高崎ワシントンホテ

ルプラザ
　　　⑶出席者　照沼会長、田畑由紀子
  　梅村恒雄
　　② 平成22年度全国スポーツ指導者代表者会議
　　　⑴期　日　平成22年10月23日㈯予定
　　　⑵会　場　 福島県　
　　　⑶出席者　照沼会長
　　③平成22年度公認スポーツ指導者全国研修会
　　　⑴期　日　平成22年10月23日㈯予定
　　　⑵会　場　 福島県
　　　⑶出席者　照沼会長ほか若干名
4） 平成22年度財団法人日本体育協会公認スポー
ツ指導者表彰の支部推薦内定者

　　　⑴内 定 者　平沢ふく枝様（県北支部）
  　　柏葉光子様（中央支部）
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県
北
支
部
で
は
五
月
二
十
三
日
㈰

支
部
総
会
を
開
催
し
、

一
、
平
成
二
十
一
年
度
事
業
報
告

二
、
平
成
二
十
一
年
度
決
算
報
告

三
、
平
成
二
十
二
年
度
事
業
計
画

四
、
平
成
二
十
二
年
度
予
算
案

等
を
審
議
し
満
場
一
致
で
可
決
、
盛

会
裏
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

本
年
度
総
会
に
於
い
て
特
筆
す
べ

き
事
は
、
例
年
、
総
会
の
前
に
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
会
員
の
そ
相
互
交

歓
会
、或
い
は
、講
師
を
招
い
て
、我
々

に
と
っ
て
未
経
験
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

（
気
功
、
太
極
拳
、
エ
ア
ロ
ビ
、
ヨ
ー

ガ
等
）
を
体
験
し
て
き
ま
し
た
が
、
本

年
度
は
趣
を
変
え
、
衆
議
院
議
員
元
大

洋
村
村
長
「
石
津
政
雄
」
先
生
の
講
演

を
拝
聴
致
し
ま
し
た
。

先
生
は
大
洋
村
村
長
時
代
、
同
村
に

「
と
っ
ぷ
・
さ
ん
て
大
洋
」
と
い
う
健

康
増
進
施
設
を
設
立
し
、
そ
こ
で
行
わ

れ
る
お
年
寄
り
の
健
康
づ
く
り
の
結

果
を
東
大
や
筑
波
大
の
先
生
方
の
最

先
端
技
術
を
借
り
て
、
科
学
的
に
究
明

さ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
大
洋
村
を
全

国
的
に
名
の
知
れ
た
健
康
村
に
仕
立

て
上
げ
ら
れ
た
方
で
す
。

教
え
て
頂
い
た
「
大
腰
筋
体
操
」
は

驚
く
ほ
ど
身
体
へ
の
反
応
が
顕
著
で

あ
り
、
そ
の
効
果
は
、
現
在
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
主
流
に
な
っ
て
い
る
、
イ
ン
ナ

ー
マ
ッ
ス
ル
や
ス
ロ
ー
筋
ト
レ
を
開

発
す
る
に
当
た
り
、
そ
の
魁
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
う
ほ
ど
強
烈
な

も
の
で
し
た
。

平
成
十
三
年
県
北
支
部
に
改
称
し

て
以
来
、
我
々
は
支
部
会
員
数
の
増
加

を
願
い
種
々
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
発
足
当
時
七
十
一
名
の
会
員
も

現
在
は
百
四
十
九
名
に
な
り
、
徐
々
に

で
す
が
会
員
数
の
倍
増
を
図
れ
た
こ

と
は
、
会
員
、
支
部
役
員
の
皆
様
方
の

ご
努
力
、
ご
協
力
の
賜
物
と
大
変
嬉
し

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
県
体

協
の
方
々
が
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
指

導
者
や
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
の
方
々
に
声
を
か
け
て
く
れ
た
こ

と
、
県
本
部
が
会
員
募
集
に
力
を
入
れ

て
く
れ
た
こ
と
も
有
難
く
承
知
し
て

お
り
ま
す
。

県
北
支
部
で
は
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、

会
員
の
多
く
が
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
指

導
者
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
重
要
性
を
十
分
に
認
識
さ
れ
て

い
る
方
々
だ
と
考
え
、
日
々
進
歩
す
る

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
理
論
・
方
法
の
習
得

に
狙
い
を
定
め
、
そ
の
Ｔ
Ｔ
に
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
会

員
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
支
部
活
動

の
報
告
と
致
し
ま
す
。

水
戸
支
部
で
は
各
役
員
の
方
々
に

鋭
意
努
力
を
頂
き
、
市
民
の
立
場
で
の

指
導
、
実
践
と
研
修
を
重
ね
活
躍
さ
れ

て
い
る
も
の
と
思
考
さ
れ
ま
す
。

近
年
、
日
体
協
は
以
後
、
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
社
会
の
実
現
に
国
民
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
と
年
齢
層
に
応
じ
て
安
全
に

正
し
く
楽
し
く
指
導
の
で
き
る
資
質

の
高
い
指
導
者
の
育
成
等
事
業
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
事
業
開
始
か
ら
す
で

に
四
十
五
年
が
経
過
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
現
在
、
各
市
町
村
に
お
い
て
は

各
種
目
ご
と
指
導
に
努
め
な
が
ら
地

域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
最
大
の
効
果
が
出
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

我
々
有
資
格
者
は
地
域
に
お
け
る

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
役
割
を
も
と
に
、

支
部
地
域
の
面
か
ら
日
頃
の
活
動
が

精
々
と
可
能
性
の
拡
大
に
向
け
て
頑

張
り
た
い
。

し
か
し
従
来
の
厳
し
い
指
導
は
罰

や
叱
責
を
中
心
と
し
た
外
発
的
動
機

づ
け
に
よ
る
指
導
で
あ
っ
た
。
内
発
的

動
機
づ
け
に
よ
っ
て
そ
の
厳
し
い
練

習
を
行
う
た
め
に
は
ス
ポ
ー
ツ
の
本

質
的
な
楽
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

こ
こ
数
年
、
楽
し
い
体
育
、
と
い
う

よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
教
え

る
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
「
辛
く
厳
し
い
こ
と
は
や
ら
な
い
」

と
い
う
こ
と
が
、
楽
し
い
と
捉
え
ら
れ

る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
本
来
楽
し
い
、

と
い
う
の
は
「
一
生
懸
命
努
力
す
る
」

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
前
者
は
楽
し
い

の
で
は
な
く
「
楽
」
な
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
選
手
自
ら
一
生
懸
命
努
力
す
る

こ
と
、
厳
し
い
練
習
に
耐
え
、
乗
り
越

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
設
立
を

推
進
し
ス
ポ
ー
ツ
の
本
質
的
な
価
値

で
あ
る
楽
し
さ
や
、
達
成
感
を
感
じ
さ

せ
る
こ
と
が
指
導
者
の
役
割
と
し
て

大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

最
後
に
、
現
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
設
立
に
向
け
て
地
域
の
状
況
、
日

頃
の
活
動
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

最
善
の
策
か
と
心
得
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
度
の
中
央
支
部
、
上

級
救
命
更
新
講
習
会
を
去
る
六
月
五

日
㈯
午
後
一
時
よ
り
、
ひ
た
ち
な
か
西

消
防
署
に
お
い
て
開
催
。
救
命
資
格
を

取
り
、
有
事
の
際
、
必
要
な
時
は
と
い

う
気
持
ち
の
人
達
が
、
時
間
を
造
り
集

ま
り
ま
し
た
。
署
研
修
係
の
指
導
の
も

と
、
基
本
的
な
事
を
さ
ら
に
学
び
、
自

然
に
行
動
出
来
る
よ
う
に
、
今
聞
い
て

お
い
た
方
が
良
い
事
等
、
繰
り
返
し
で

し
か
得
ら
れ
な
い
も
の
を
、
一
同
真
摯

な
気
持
ち
で
、
真
剣
、
且
つ
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
良
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。
応
急
処
置
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
必
要

な
時
は
な
い
に
こ
し
た
事
は
な
い
が
、

支
部
だ
よ
り

支　

部　

長　
　

野 

内 

康 

二

県
北
支
部

支　

部　

長　
　

藤 

枝 

平 

造

水
戸
支
部

事　

務　

局　
　

野
々
村　
律　
子

中
央
支
部
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万
が
一
の
時
に
指
導
者
と
し
て
悔
ま

れ
な
い
姿
勢
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
平
成
二
十
二
年
度
中
央
支
部

研
修
会
を
十
月
三
十
一
日
㈰
笠
松
運

動
公
園
プ
ー
ル
多
目
的
室
に
て
開
催

準
備
中
で
す
。
義
務
研
修
と
な
る
よ
う

諸
手
続
を
県
体
育
協
会
に
依
頼
し
て

お
り
ま
す
。
内
容
は
講
演
Ⅰ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
科
学
で
内
原
の
藤
枝
先
生
よ

り
、
自
律
神
経
の
い
ろ
い
ろ
を
学
び
、

指
導
者
と
し
て
自
分
の
体
の
事
と
か
、

指
導
対
象
の
人
達
の
体
の
事
等
を
踏

ま
え
た
講
習
を
受
け
、
講
演
II
は
、
茨

城
県
地
域
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

育
成
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
方
々
よ
り
、
今

私
達
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
現
状
、
問

題
、
こ
れ
か
ら
の
指
導
者
と
し
て
の
取

り
組
み
方
、
関
わ
り
方
、
あ
り
方
等
を

学
び
、
研
究
協
議
は
、
今
年
度
は
防
災

に
つ
い
て
を
取
り
上
げ
、
有
事
の
時
自

分
達
指
導
者
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
、

何
を
知
識
と
し
て
持
ち
得
て
い
る
べ

き
か
を
学
び
た
い
も
の
と
計
画
を
進

め
て
い
ま
す
。

上
級
救
命
資
格
取
得
講
習
は
、
平
成

二
十
三
年
二
月
五
日
㈯
ひ
た
ち
な
か

西
消
防
署
で
開
催
予
定
で
す
。
指
導
者

と
し
て
、
救
命
時
に
よ
り
高
い
水
準
で

事
に
あ
た
れ
る
様
に
と
、
支
部
と
し
て

は
全
会
員
に
資
格
を
取
得
し
て
も
ら

い
、
更
新
で
学
び
続
け
れ
ば
良
い
と

思
っ
て
ま
す
。

自
分
達
指
導
者
だ
け
で
な
く
、
家

族
、
活
動
仲
間
、
ご
近
所
の
人
達
共
広

く
誘
い
あ
っ
て
学
べ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
こ
の
事
業
は
継
続
し
て
実
施
し
、

今
後
共
よ
り
よ
い
型
が
築
け
れ
ば
と
、

事
務
局
と
し
て
は
祈
念
し
て
お
り
ま

す
。今

年
は
県
南
支
部
で
十
一
月
に
開
催

さ
れ
る
研
修
会
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
県
体
育
協
会
に
相
談
し

て
研
修
内
容
に
つ
い
て
は
決
定
し
、
現

在
申
し
込
み
の
受
付
が
始
ま
り
ま
し

た
。
七
月
末
で
三
〇
名
程
申
し
込
み
が

有
り
、
九
月
か
ら
役
員
会
で
、
研
修
会

当
日
の
運
営
に
関
す
る
事
項
を
検
討
決

定
し
、
研
修
会
の
準
備
を
進
め
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

県
南
地
区
で
も
地
域
総
合
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
が
設
立
さ
れ
、
各
ク
ラ
ブ
の
活

動
も
活
発
に
為
さ
れ
て
い
る
事
と
思
い

ま
す
。
研
修
会
の
研
究
協
議
で
は
、
県

広
域
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
依
頼
し

て
、
各
ク
ラ
ブ
の
活
動
状
況
や
、
指
導

者
の
関
わ
り
方
及
び
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、
指
導
す
る
際
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
に
つ
い
て

の
研
修
内
容
に
い
た
し
ま
し
た
。

不
断
我
々
指
導
者
は
各
競
技
団
体

の
指
導
者
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
活

動
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
不
断
ス
ポ
ー

ツ
を
し
な
い
一
般
市
民
や
子
供
達
に
、

楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提

供
し
て
指
導
を
充
実
す
る
機
会
や
、
経

験
が
少
な
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
健

康
志
向
の
高
ま
り
や
、
子
供
の
体
力
低

下
の
問
題
等
、
社
会
の
ス
ポ
ー
ツ
に
対

す
る
期
待
と
ニ
ー
ズ
は
、
今
後
益
々
高

ま
っ
て
来
る
。
我
々
は
そ
れ
に
応
え
て

支
え
て
行
く
人
材
と
し
て
、
期
待
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今

後
指
導
者
協
議
会
と
し
て
も
、
こ
れ
ら

の
課
題
に
対
し
、
研
究
研
修
を
重
ね
て

行
く
事
も
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

県
西
支
部
の
現
状
を
報
告
し
ま
す
。

今
年
の
二
月
に
地
区
研
修
会
が
支
部
役

員
の
方
々
の
ご
協
力
で
無
事
終
了
し
、

今
年
度
の
支
部
総
会
の
出
席
者
が
毎
年

同
じ
様
に
少
な
く
、
役
員
ク
ラ
ス
の
総

会
で
終
了
致
し
ま
し
た
。
今
後
は
会
員

の
三
分
の
一
が
出
席
し
、
開
催
さ
れ
る

様
、
努
力
し
て
行
き
た
い
。

平
成
二
十
二
年
度
の
主
な
支
部
活
動

と
し
て
は
①
普
通
救
命
講
習
会
（
Ａ
Ｅ

Ｄ
講
習
会
含
む
）
の
実
施
で
す
。（
前

回
は
平
成
二
十
年
度
に
実
施
）
時
期
に

つ
い
て
は
未
定
で
す
。

又
、
県
西
支
部
の
中
で
桜
川
市
が
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上

げ
る
と
の
話
を
聞
い
て
お
り
ま
す
。
住

民
頼
み
の
運
営
も
限
界
か
？
な
ど
と
先

日
、新
聞
で
と
り
上
げ
て
い
ま
し
た
が
、

一
市
一
町
で
も
多
く
、
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
立
ち
上
げ
を
推
進
し

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
県
西
支
部
会
員
の
方
々
と

一
回
で
も
多
く
会
え
る
機
会
を
設
け

て
県
西
支
部
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
社

会
的
地
位
向
上
に
努
力
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

鹿
行
支
部
の
活
動
を
報
告
致
し
ま

す
。平

成
二
十
二
年
度
事
業
計
画

一
、
第
一
回
役
員
会
（
総
会
準
備
）

二
、
前
年
度
会
計
監
査

三
、
中
央
研
修
会
参
加
要
請

四
、
総
会
及
び
研
修
会（
８
月
22
日
）

五
、 

第
二
回
役
員
会（
広
報
誌
発
行

準
備
・
鹿
行
研
修
会
準
備
10

月
）

六
、
広
報
誌
発
行
（
11
月
予
定
）

七
、
鹿
行
研
修
会
（
23
年
２
月
末
）

八
、第
三
回
役
員
会
（
反
省
会
３
月
）

以
上
の
計
画
で
活
動
す
る
予
定
で
す
。

八
月
二
十
二
日
の
総
会
後
に
は
、
指

導
者
研
修
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
終
了

後
に
は
、
講
習
会
と
し
て
ダ
ン
ス
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
を
１
時
間
行
い
ま
し
た
。
内

容
的
に
は
ダ
ン
ス
要
素
を
音
楽
に
合

わ
せ
て
行
う
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

こ
の
よ
う
に
楽
し
い
研
修
で
、
身
体

の
ケ
ア
ー
や
動
か
し
方
等
、
い
ろ
い
ろ

な
知
識
が
少
し
で
も
身
に
付
け
ば
良

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

指
導
者
資

格
の
あ
る
方

の
参
加
を
是

非
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

支　

部　

長　
　

櫻 

井 

孝 

之

県
南
支
部

事
務
局
長　
　
近 

藤 

康 

雄

県
西
支
部

副
支
部
長　
　

君
和
田 

治 

也

鹿
行
支
部
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茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
県

北
市
部
が
発
足
し
て
以
来
二
十
四
年

（
前
組
織
を
含
め
）
を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議

会
本
部
は
も
と
よ
り
、
各
市
町
村
教
育

委
員
会
や
行
政
機
関
の
ご
協
力
を
得
な

が
ら
弛
む
こ
と
な
く
、
市
町
村
か
ら
の

協
力
要
請
に
も
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

今
日
の
活
動
が
あ
る
の
は
役
員
の
力

強
い
協
力
!!
毎
月
の
役
員
会
議
に
止
ま

ら
な
い
、
新
年
会
や
研
修
？
旅
行
な
ど

の
親
睦
か
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

過
日
も
古
を
辿
り
会
津
若
松
市
を
日

帰
り
で
訪
れ
ま
し
た
。

一
五
八
六
年
（
天
正
十
四
）
に
は
、

会
津
地
方
を
治
め
て
い
た
葦
名
氏
へ
、

常
陸
の
領
主
佐
竹
義
重
の
子
義
弘
が
養

子
と
な
っ
て
い
ま
す
。
時
代
は
少
々
下

り
ま
す
が
、
徳
川
光
圀
公
が
貧
し
い
農

民
達
の
病
気
治
療
を
施
す
た
め
に
「
救

民
妙
薬
集
」
を
つ
く
り
、
薬
草
を
材
料

に
し
た
簡
単
な
処
方
（
調
合
）
を
配
付

し
て
い
ま
す
。
同
様
に
会
津
藩
主
第
二

代
正ま

さ
つ
ね経
・
三
代
正ま

さ
た
か容
ら
は
朝
鮮
人
参
を

試
植
し
、
民
間
に
奨
励
を
し
ま
し
た
。

江
戸
時
代
末
か
ら
明
治
新
政
府
が
確
立

す
る
激
動
の
時
代
の
水
戸
藩
・
合
津
藩

に
深
い
思
い
を
い
た
し
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
「
竜
馬
伝
」
が
、

ま
た
、
水
戸
藩
開
藩
四
百
年
記
念
「
桜

田
門
外
の
変
」
の
映
画
が
近
く
公
開
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
後
の
将
軍
一
橋

慶
喜
公
と
会
津
藩
主
松
平
容か

た
も
り保
公
の
ご

両
人
は
、
行
動
も
一
時
は
共
に
し
、「
鳥

羽
・
伏
見
の
戦
」
や
「
桜
田
門
外
の
変
」

の
後
に
幕
府
と
水
戸
家
の
調
停
を
努
め

た
の
も
容
保
公
で
し
た
。

人
を
育
成
す
る
に
は
教
育
！
会
津
の

日
新
館
は
藩
士
の
子
弟
教
育
に
努
め
た

（
水
戸
の
弘
道
館
・
薩
摩
の
造
士
館
と

共
に
三
藩
校
と
称
さ
れ
る
）。
白
虎
隊

士
も
日
新
館
の
生
徒
達
、
そ
し
て
文
武

両
道
の
理
念
で
も
あ
り
ま
し
た
…
。
い

つ
の
時
代
も
教
育
が
人
を
！
国
を
！
造

る
の
で
す
!!
白
虎
隊
士
の
墓
参
の
際

に
、
親
切
な
観
光
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
に
巡
り
会
い
、
両
藩
の
か
か
わ
り

を
懇
切
丁
寧
に
説
明
し
て
頂
き
、
情
け

の
深
さ
に
感
謝
で
し
た
。

自
然
や
悠
久
の
歴
史
に
触
れ
、
参
加

者
の
飾
ら
な
い
素
顔
が
見
え
、
旅
は
心

の
太
い
絆
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
良
薬
で

し
た
。

さ
る
七
月
十
七
日
笠
松
運
動
公
園
に

て
平
成
二
十
二
年
度
日
本
体
育
協
会
公

認
体
力
テ
ス
ト
判
定
筆
記
認
定
が
行
わ

れ
た
。
講
師
に
前
会
長
で
あ
り
ま
す
野

田
洋
平
先
生
に
指
導
さ
れ
た
。

「
国
民
ス
ポ
ー
ツ
と
体
力
」「
体
力
診

断
と
運
動
処
方
」
以
上
ス
ポ
ー
ツ
活
動

に
関
す
る
説
明
を
午
前
中
説
明
を
受
け

た
。
こ
の「
公
認
体
力
テ
ス
ト
員
規
定
」

に
定
め
る
公
認
体
力
テ
ス
ト
判
定
員
の

講
習
教
程
に
基
づ
き
編
集
し
た
も
の
で

体
力
テ
ス
ト
が
正
確
に
能
率
的
実
施
さ

れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
ね
ら
い
が
正
し

く
理
解
さ
れ
、
そ
の
結
果
が
有
効
に
活

用
さ
れ
、
国
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
役

立
た
せ
る
こ
と
が
ね
ら
い
と
し
て
い
る

様
だ
。

説
明
指
導
の
中
で
㈠
国
民
ス
ポ
ー
ツ

と
体
力
㈡
各
種
体
力
㈢
運
動
適
性
㈣
体

力
診
断
と
運
動
処
方
。
以
上
の
四
ツ
が

主
に
勉
強
の
中
で
要
項
と
し
て
考
え
さ

せ
ら
れ
た
。
日
本
国
憲
法
昭
和
二
十
一

年
十
一
月
三
日
、
す
べ
て
の
国
民
は
個

人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
生
命
自
由
及
び

幸
福
追
求
に
対
す
る
国
民
の
権
利
、
公

共
の
福
祉
に
反
し
な
い
限
り
立
法
と
そ

の
他
の
国
政
上
で
最
大
の
尊
重
を
必
要

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
ス
ポ
ー
ツ
振
興

法
昭
和
三
十
六
年
と
こ
の
法
律
は
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
す
る
施
策
の
基
本

を
明
ら
か
に
し
、
も
っ
て
国
民
の
心
身

の
健
全
な
発
達
と
明
る
く
豊
か
な
国
民

生
活
の
形
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
さ
れ
て
い
る
。
振
興
法
の
中
で
第

十
八
条
に
各
都
道
府
県
市
町
村
に
ス

ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
を
置
く
事
が
で
き

る
こ
と
も
知
り
、
勉
強
に
な
っ
た
。
又

「
体
力
と
は
」
と
聞
か
れ
る
が
そ
こ
で

改
め
て
「
体
力
」
と
は
何
だ
ろ
う
と
考

え
て
み
る
と
意
外
に
分
か
っ
て
い
る
よ

う
で
分
か
っ
て
い
な
い
「
広
辞
苑
」
に

よ
れ
ば「
体
力
」と
は「
身
体
の
力
」「
身

体
の
作
業
能
力
」
又
は
「
疾
病
」
に
対

みんなの広場　

県
北
支
部　

岡
部　

恒
雄

旅
が
つ
く
る
心
の
絆

公
認
体
力
テ
ス
ト
判
定

養
成
講
習
会
に
参
加
し
て

水
戸
支
部　

吉
田　

広
光
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す
る
「
抵
抗
力
」
と
な
っ
て
い
る
。
野

田
先
生
の
説
明
は
ど
ん
ど
ん
前
に
進
ん

で
行
く
。「
基
礎
体
力
」「
専
門
体
力
」「
体

力
の
構
造
」「
体
力
の
分
類
」「
防
衛
体

力
」
全
部
学
ぶ
に
は
相
当
な
時
間
を
要

す
る
。
文
部
科
学
省
が
新
た
な
「
新
体

力
テ
ス
ト
」
と
し
て
各
年
齢
段
階
に
お

け
る
健
康
関
連
体
力
お
よ
び
基
礎
的
運

動
能
力
の
測
定
を
重
視
す
る
と
と
も
に

測
定
を
す
る
現
場
に
お
け
る
実
施
の
円

滑
さ
を
作
成
さ
れ
て
い
る
様
だ
。
午
後

か
ら
運
動
適
性
テ
ス
ト
に
は
仮
屋
茂
先

生
に
「
立
幅
と
び
」「
上
体
お
こ
し
」「
腕

立
伏
臥
」「
時
間
往
復
」
な
ど
実
施
し

講
習
教
程
に
基
づ
き
四
時
三
十
分
に
閉

講
し
た
。

改
め
て
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
と
し
て
今

自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
い
ず
れ
に
せ

よ
身
体
活
動
が
で
き
る
よ
う
な
地
域
と

と
も
に
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

来
年
三
月
末
で
退
任
す
る
森
喜
郎
会

長
の
後
任
に
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
会
長
の

張
冨
士
夫
が
就
任
す
る
こ
と
が
記
事
に

出
ま
し
た
。
又
七
月
に
日
本
体
育
協
会

が
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
る
。
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
を
担
う
日
本
の
総
本
山
で
国
体

改
革
を
は
じ
め
と
す
る
懸
案
事
項
は
多

い
と
思
う
。

張
氏
は
球
技
国
体
の
リ
ー
グ
構
成
の

日
本
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
連
携
機
構
の
副
会

長
も
努
め
、
ス
ポ
ー
ツ
界
と
の
関
係
は

深
い
様
だ
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
ス

ポ
ー
ツ
界
に
大
い
に
期
待
を
し
た
い
も

の
で
す
。

ラ
グ
ビ
ー
の
指
導
者
資
格
に
引
き

続
き
コ
ー
チ
資
格
を
取
得
し
て
早

十
五
年
に
に
な
り
ま
す
が
、
始
め
の
五

年
間
位
は
何
か
役
に
立
つ
事
は
な
い

か
、
や
る
事
が
あ
ま
り
に
無
く
困
っ
て

い
ま
し
た
。

現
役
を
終
え
て
か
ら
始
め
た
こ
と
は

少
年
団
活
動
か
ら
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
立
ち
上
げ
と
運
営
の
お
手
伝
い
、
そ

の
う
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
協
議
会
へ

の
参
加
と
様
々
な
行
事
の
手
伝
い
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

私
の
専
門
は
ラ
グ
ビ
ー
を
し
て
い
ま

す
。
一
般
的
に
ラ
グ
ビ
ー
を
プ
レ
ー
す

る
方
は
少
な
い
た
め
一
般
の
方
を
指
導

す
る
こ
と
は
無
く
、
せ
っ
か
く
の
指
導

者
資
格
が
あ
ま
り
役
立
っ
て
い
な
い
と

感
じ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
間
に
も
少
年
団
で
の
ド
イ
ツ
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ
の
訪
問
や
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
で
の
指
導
者
研
修
な
ど
で
講
演

体
験
を
す
る
こ
と
が
出
来
た
り
し
て
、

少
し
づ
つ
ス
ポ
ー
ツ
指
導
の
役
割
を
こ

な
せ
る
様
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
か
し
ま

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、
毎
年
一
回
、

市
認
定
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
講
習
会
が

行
わ
れ
、
私
が
今
ま
で
に
習
っ
て
き
た

内
容
を
皆
さ
ん
へ
伝
え
る
こ
と
が
多
少

出
来
た
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

講
習
会
の
内
容
を
一
部
紹
介
す
る

と
、
ス
ピ
ー
ド
は
パ
ワ
ー
に
変
わ
る
か

ら
、
ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
に
も
必
要
で
大

事
な
要
素
に
な
り
ま
す
よ
。
と
か
、
中

学
生
か
ら
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
動
き

が
出
来
る
時
期
よ
り
専
門
的
な
コ
ー
チ

に
指
導
を
受
け
る
事
が
非
常
に
大
事
で

す
よ
。
と
訴
え
て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
講
習
会
に
て
指
導
者
の
役

割
が
発
揮
出
来
る
こ
と
を
運
が
良
か
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
自
分
の
経
験
を
活
か
し

た
事
を
少
し
で
も
伝
え
て
い
け
れ
ば
い

い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

個
人
的
に
は
こ
の
頃
ハ
イ
キ
ン
グ
登

山
を
や
り
始
め
旧
友
達
と
の
交
流
を
広

げ
て
い
ま
す
。
こ
の
春
に
は
Ｊ
リ
ー
グ

チ
ェ
ア
マ
ン
に
な
ら
れ
た
、
大
東
さ
ん

や
中
学
時
代
の
同
級
生
と
一
緒
に
筑
波

山
へ
行
き
、
楽
し
い
一
日
を
つ
く
り
ま

し
た
。

「
楽
し
む
こ
と
が
ス
ポ
ー
ツ
の
原
点

か
な
！
」と
つ
く
づ
く
思
っ
て
い
ま
す
。

http://www.ibaraki-sports.or.jp/
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長
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田　

昌　
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広
報
委
員
長

岡　

野　

秀　

一　
　

広
報
委
員

　

菅
谷　

政
宏（
県
北
支
部
）

　

舛
井　

幸
子（
水
戸
支
部
）

　

柏
葉　

光
子（
中
央
支
部
）

　

君
和
田
治
也（
鹿
行
支
部
）

　

坂
本　
　

允（
県
南
支
部
）

　

又
村　

和
子（
県
西
支
部
）

編
集
後
記

　

第
六
十
一
号
会
報
発
行
に

当
た
り
皆
様
に
原
稿
を
賜
り

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

ご
愛
読
い
た
だ
け
る
会
報
と

な
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
皆
様
の
忌
憚
の

な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

次
回
の
会
報
発
行
は

平
成
二
十
三
年
三
月

楽
し
み
を
創
ろ
う

鹿
行
支
部　

君
和
田　

治
也


